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統合失調症とは？

統合失調症の治療の基本は
お薬による治療（薬物療法）です

考えがまとまりにくくなる病気です。 
およそ100人に1人がかかる、決して珍しくない病気です1）。

適切な治療をきちんと継続することで、
統合失調症の症状の改善が望めます。

統合失調症の主な症状

幻　覚 妄　想

記憶の障害 注意の散漫 判断の鈍化

●誰もいないのに人の声が
　聞こえる（幻聴）
●実際には存在しないものが
　見える（幻視）

●感情の変化が少なくなる
●他人の感情や表情についての
理解が苦手になる

●物事を覚えるのに時間
がかかる

●物事の段取りができ
なくなる

●集中しないといけない
場面で、他のことに注意
がそれてしまう

●現実には起こっていないことを
信じてしまう

気分の落ち込み 不　眠
●何をしても気分が晴れない ●寝ようとしても眠れない、朝早く

目が覚める

感情の障害 意欲の障害

を服用される患者さんとそのご家族へ

What's?

Check!

●仕事や勉強をする意欲がわかない
●無口で自分の世界に閉じこもっ
てしまう
●身なりに気をつかわなくなる

1）松岡洋夫：精神経誌., 109：189, 2007
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ラツーダ錠とは

飲み方 お薬は毎日飲み続けることが大切です。
病気の症状が落ち着いてきたからといって、自分でお薬を
飲むのを止めたり、減らしたりすると再発のおそれがあります。
また、自分の判断でお薬を増やしてしまうと副作用が出る
可能性があります。
飲み忘れにも注意が必要です。

症状の程度や経過などは個人差があります。
あせらず治療していきましょう。

不安なことや心配なことは、医師、看護師、
薬剤師に遠慮なくご相談ください。

1日1回食後に服用します。 

ラツーダは食事の後に服用すること
で吸収されやすくなるため、  

必ず食事の後に服用してください。

脳内の情報伝達物質のバランスを整えることにより、統合失調症
によるさまざまな症状を改善します。 

ラツーダ錠20mg、40mg、60mg、80mgを服用する量に
あわせて飲みます。

体が落ち着かず、
じっとしていられない

胸がムカムカする
気持ち悪い

手が震える
手のこわばり

服用にあたって

20mg 40mg 60mg 80mg

ラツーダ服用中に次のような症状がみられることがあります
次のような症状がみられた場合には医師、薬剤師に相談するようにして
ください。
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